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国立研究開発法人 産業技術総合研究所 

平成 30 年度 研究評価委員会（計量標準総合センター） 

議事次第 

 

日 時：平成 31 年 3 月 11 日（月） 10:00-17:05   

場 所：国立研究開発法人 産業技術総合研究所 つくば中央第 3事業所（3-9 棟 第 6会議室） 

 

開会挨拶 理事／評価部長 加藤 一実 10:00-10:05 

委員等紹介・資料確認 評価部研究評価室 森下 雄一郎 10:05-10:10 

  

計量標準総合センターによる説明（質疑含む） （議事進行：宮城 善一 評価委員長） 

１．領域の概要と研究開発マネジメント    

（１）領域の概要         10:10-10:20 

  （説明 10 分）       計量標準総合センター長   臼田 孝 

 

  ・第４期中長期目標期間中に見込まれる実績・成果 

  ・平成 30 年度の実績・成果 

 

（２）領域の研究開発マネジメント               10:20-10:55 

  （説明 15 分、質疑・評価記入 20 分） 研究戦略部長   藤本 俊幸 

 

  ・第４期中長期目標期間中に見込まれる実績・成果 

  ・平成 30 年度の実績・成果 

 

２．「橋渡し」のための研究開発 

（１）「橋渡し」につながる基礎研究（目的基礎研究）      10:55-11:30 

  （説明 15 分、質疑・評価記入 20 分） 物理計測標準研究部門長   藤間 一郎 

 

  ・第４期中長期目標期間中に見込まれる実績・成果 

  ・平成 30 年度の実績・成果 

 

（２）「橋渡し」研究前期における研究開発       11:30-12:05 

  （説明 15 分、質疑・評価記入 20 分） 物質計測標準研究部門長  高津 章子 

 

  ・第４期中長期目標期間中に見込まれる実績・成果 

  ・平成 30 年度の実績・成果 

 

昼食・休憩（40 分）         12:05-12:45 

 

現場見学会（70 分）         12:45-13:55 

単一電子制御技術 [目的基礎]  物理計測標準研究部門 首席研究員  金子 晋久 

３D形状計測 [橋渡し後期]           工学計測標準研究部門 幾何標準研究 G  阿部 誠 

様々な社会ニーズに応える粒子計測技術の開発 [橋渡し前期] 

 物質計測標準研究部門 粒子計測研究 G  飯田 健次郎 
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（３）「橋渡し」研究後期における研究開発       13:55-14:35 

  （説明 20 分、質疑・評価記入 20 分） 分析計測標準研究部門長  野中 秀彦 

 

  ・第４期中長期目標期間中に見込まれる実績・成果 

  ・平成 30 年度の実績・成果 

 

休憩（30 分・休憩場所でのポスター展示含む）      14:35-15:05 
 
３．知的基盤の整備         15:05-15:50 

  （説明 25 分、質疑・評価記入 20 分） 工学計測標準研究部門長  高辻 利之 

 

  ・第４期中長期目標期間中に見込まれる実績・成果 

  ・平成 30 年度の実績・成果 

 

総合討論・評価委員討議・講評  （議事進行：宮城 善一 評価委員長） 

 総合討論（領域等への質疑を含む） （25 分）   15:50-16:15 

 評価委員討議（領域等役職員 退席） （20 分）   16:15-16:35 

 評価記入（領域等役職員 退席） （20 分）   16:35-16:55 

  ・第４期中長期目標期間中に見込まれる実績・成果 

  ・平成 30 年度の実績・成果 

 委員長講評（領域等役職員 着席） （5分）   16:55-17:00 

  

閉会挨拶  理事／評価部長  加藤 一実 17:00-17:05 
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氏名 所属 役職名

委員長 宮城 善一 明治大学 理工学研究科 機械工学専攻 教授

江藤 学 一橋大学 イノベーション研究センター 教授

金澤 秀子 慶應義塾大学 薬学部 薬学部長、教授

野田 華子 アンリツ株式会社 技術本部 先進技術開発センター長

橋本 秀樹 株式会社 東レリサーチセンター 常務取締役　営業部門長

𠮷田 佳一 株式会社 島津製作所 顧問

評価委員
計量標準総合センター

所属・役職名は委員会開催時
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評価資料（年度末確定値） 
 

１．領域の概要と研究開発マネジメント 

各種指標（単位） 委員会説明 年度実績（確定値） 備考 

民間からの資金獲得額（億

円） 

6.6 7.5  

リサーチアシスタント採用

数（名） 

12 13  

イノベーションスクール採

用数（名） 

6 6  

大企業に対する中堅・中小

企業の研究契約件数の比率

（%） 

34.5 % 34.0 %  

技術コンサルティング 

（件） 

（億円） 

 

150 

2.3 

 

229 

2.4 

 

計測クラブの研究会・講演

会（回） 

14 19  

産総研コンソーシアムの研

究会・講演会等（回） 

研究会等 7 

比較測定 2 

技能試験 2 

研究会等 6* 

比較測定 2 

技能試験 2 

 

博士研究員（名） 6 6  

技術研修生（名） 

（うち連携大学院生） 

82 

（15） 

112 

（15） 

 

連携大学院客員教授及び准

教授 

7 大学 11 名 7 大学 11 名  

*委員会では、「研究会等：7」と報告したが、当初予定していた研究会が令和元年度に延期となったた

め、「研究会等：6」となった。 
 

２．「橋渡し」のための研究開発 

（１）「橋渡し」につながる基礎研究（目的基礎研究） 

各種指標（単位） 委員会説明 年度実績（確定値） 備考 

論文の合計被引用数（回） 2,451 2,566  

論文発表数（報） 133 205  

知的財産の実施契約等件数

（件） 

95 100 目的基礎、橋渡し前

期、橋渡し後期の合計

値 

 

（２）「橋渡し」研究前期における研究開発 

各種指標（単位） 委員会説明 年度実績（確定値） 備考 

知的財産の実施契約等件数

（件） 

95 100 目的基礎、橋渡し前

期、橋渡し後期の合計

値 

公的資金獲得額（億円） -* 9.1  

*:委員会説明では、再委託費を一部含む値を用いており定義が異なるため、本表には示さない。 
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（３）「橋渡し」研究後期における研究開発 

各種指標（単位） 委員会説明 年度実績（確定値） 備考 

民間からの資金獲得額（億

円） 

6.6 7.5 議事１の項で示した指

標の再掲 

大企業に対する中堅・中小

企業の研究契約件数の比率

（%） 

34.5 34.0 議事１の項で示した指

標の再掲 

知的財産の実施契約等件数

（件） 

95 100 目的基礎、橋渡し前

期、橋渡し後期の合計

値 

大学・公的機関との共同研

究・受託研究（件） 

大学：91 

公的機関：123 

大学：127 

公的機関：147 

 

 

３．知的基盤の整備（地質調査総合センター、計量標準総合センターのみ） 

各種指標（単位） 委員会説明 年度実績（確定値） 備考 

国家計量標準の供給（件） 410 535  

産総研依頼試験（件） 142 198  

標準物質頒布（件） 1,693 2,224  

基準器検査（件） 1,166 1,583  

特定計量器の型式承認

（件） 

68 89  

技術アドバイザー派遣

（件） 

29 44  

校正事業者評定委員会

（回） 

11 11  

試験事業者評定委員会

（回） 

8 8  

新規校正・試験項目（件） 22 22 範囲拡大・高度化含む 

新規標準物質（件） 7 7  

特定標準器による校正の上

程（jcss サービスの開

始）（件） 

2 2  

計量研修（名） 572 572  

法定計量に関連する教習及

びセミナー（回） 

34 36  

 

 

【総括表】 

（一部再掲、目的基礎、「橋渡し」前期、「橋渡し」後期の重複なし） 

評価指標/モニタリング指標 年度実績（確定値） 領域としての目標値 

民間からの資金獲得額（億円） 7.5 7.2 

論文の合計被引用数（回） 2,566 2,600 

論文発表数（報） 205 205 

リサーチアシスタント採用数（名） 13 
10 

イノベーションスクール採用数（名） 6 

知的財産の実施契約等件数（件） 100 85 
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評価委員コメント及び評点 

 
 

１．領域の概要と研究開発マネジメント 

 

【第４期全体（見込を含む）に対して：見込評価】 

（評価できる点） 

・当該領域は、産総研内における計量標準の整備とその供給に関する業務の重要性の意識は高く、計量標

準の技術開発、整備、供給、さらにその基盤となる計測技術の研究に取り組んでいる。そのマネジメン

トの指針となる領域の長期ミッションと年度方針を明確に設定している。 

・持続的な計測技術の高度な研究実績による量の定義に対する多大な貢献が認められる。これにより、国

際的な計量標準研究機関としてトップランナーとして立場を確立している。 

・評価資料では具体的な成果と課題を明らかにし、自己評価が適切に行われている。 

・第 4期の中核ミッション、新たなミッションに対応する具体的な方針を取り上げ、実施している。また、

領域内の研究・業務で曖昧になりがちな標準と計測の研究のバランスを考え各研究部門における業務効

率の最適化に取り組んでいる。 

・今期の研究には世界でのトップにある成果もあり、その研究推進のマネジメントは高く評価できる。 

・技術コンサルティング件数は順調に増加し、民間外部資金獲得にも繋がっており、ユーザーニーズの把

握と産業界との連携に大きく貢献する取り組みである。 

・技術コンサルティングの導入や、部門制の組織など新たな試みを進めており、民間資金の導入、論文等

計画を上回っている。目標達成に対する意欲が高いことが感じられる。 

・目的基礎、橋渡し前期/後期すべてにおいて目標を超えている。 

・技術コンサルティングや装置提供型共同研究による獲得資金が増えていることからも、民間にとって

NMIJ との協調の効果の高さが認められているものと理解。 

・他領域との連携を強め、総合力を発揮することで、より大きな目標に取り組み成果をあげるとともに、

人材育成と次の橋渡しのための基礎研究のための種を育てるために若手研究者を対象とした萌芽的研

究制度を設ける仕組みを設け、仕組みが有効に働くようにコントロールしている。 

・研究者は必ずしもグループディスカッションを好むものではないと思うが、柔軟な発想を生む仕組みを

作る、それで成果が出せていることを評価。 

・単一電子、単一光子、単一原子などの世界トップレベルの目的基礎研究を着実に実行しつつ、これらの

成果の実用化を図るため、橋渡し研究を積極的に進めている。知的基盤研究と橋渡し研究の 2本柱を設

定し、着実に実行している。具体的な橋渡し研究（後期）の成果に期待が持てる。 

・やるべきことと、追加してやりたいことのバランスがうまく取られて、全体マネジメントが向上してい

る。世界のトップ３の NMI であることを維持するという基本目標設定が良い。 

・若手の活用が積極的に行われていることが評価できる。 

 

（改善すべき点及び助言） 

・評価資料にて当領域における橋渡し機能を明確に示しているが第 4 期の開発成果を踏まえた第 5 期への

展望が示されるとよい。 

・技術コンサルタントの増加に伴い、その依存度が高くなることによる外部資金獲得の意識の低下や、コ

ンサルティングのエフォート率が本務に影響しないようバランスに注意を払うことが必要となると思

われる。 

・領域内の組織としてマーケティング力強化の取り組みは評価できる。マーケティングの成果をどこまで

求めるかによるが、研究者としての視点は狭くなりがちなので外部機関あるいは外部の専門家の活用を

検討するとよい。 

・ニーズとシーズを踏まえた、今後の計量標準の高度化とその効率的開発の実施において、研究・標準関

連業務の時間、人員、予算などの分配に関わるマネジメントの向上が必要となると思われる。 

・第 4期の目標・戦略の中で評価した課題を整理し、次期の目標設定につなげてほしい。 

・多様化する計量標準のニーズの把握とそれに対する研究・業務の妥当性を判断し、新たな計量標準の整

備と利活用促進の具体化に期待したい。 

・法定計量に関わる人材育成について、そのレベル向上を課題としているが、具体的な人材の必要数の見

積りとその育成方法の開発について検討が必要と思われる。 

・研究マネジメントにおいて、研究成果の他分野への展開や成果の活用機会の創生につながるよう、今ま
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で以上に産業界・社会に対する発信に努めてほしい。 

・NMIJ の総合力の概念化を図ると伴に、対外的に積極的な発信が望まれる。 

・ニーズのみを考えていると新しい研究がうまれてこない。若手研究者の萌芽研究に上限 400 万円として

30 年度は 8 人に予算を支給していることは評価できるが、成果報告についての評価体制は十分である

か？ 

・計量計測の関連分野において国際機関で活躍する人材の育成及び次世代を担う若手研究者の育成にさら

なる努力が求められる。 

・若手研究者の育成に対して、いろいろな施策を行っているが、常にフォローを行い、形式化・硬直化し

ないように注意してほしい。 

・本来は、第 4 期のこれまでの 4 年間の成果と最終年度の計画を元に評価すべきものと考えます。来年度

の評価において、他領域との連携に関し、第 4期の成果（次年度の評価）についての発表を期待します。 

・現在実施中の様々な段階の研究については、日本発の世界トップレベルの成果を目指していただきたい。 

・四期を通して、上位 2NMI との差はどのように縮まったのか、4位以下の NMI との差別化はどこが強みか

などの分析が必要。 

・標準化に関しては、他領域の研究者に対する教育機能の強化を図るべきではないか。 

 

【とくに平成３０年度に対して：平成３０年度評価】 

（評価できる点） 

・当領域としての橋渡し研究の考え方を示し、目的基礎から後期のそれぞれの段階での要求事項を明確に

している。 

・組織マネジメントの可視化を試みている。 

・領域のアウトカムに対する課題の継続的自己分析が行われている。 

・地域との連携活動に関して、ラウンドロビンテストの成果や分科会の取り組み、討論会・講演会など積

極的な取り組みが認められる。 

・SI 基本単位の定義改定について国内プロモーション委員会を設立、各種メディアに情報発信するなど計

量標準にかかわる活動の広報に努めたことは評価できる。 

・2020 年開催のオリンピックを好機ととらえ、ドーピング検査体制強化、SI トレーサブルな分析基盤構築

のため、ドーピング検査標準研究ラボを設立するなど積極的な活動は計量標準の重要性を一般へ認知さ

せ、かつ社会ニーズともマッチした良い取り組みである。 

・民間への協力、基礎研究、計量標準等のバランスが良くなっており、今後も継続が可能であると考えら

れる。 

・SI 基本単位系改訂に大きく寄与した。また、SI 定義改定を一般社会に広く伝え、計量標準の活動を認知

させた。 

・現在実施している研究成果が世界トップレベルであることを内外に積極的に発表していただきたい。 

・技術コンサルティング事業が順調に拡大し基幹業務の一つとなりつつあることはよい成果。 

 

（改善すべき点及び助言） 

・研究に対する PDCA は組織的に実施されているが、知的基盤の整備サイクルを活用したマーケティング

において PDCA の実施の実態が見えるとよい。。 

・今期の成果を次期に展開する上で、持続可能な社会の実現のための技術開発、産業展開に対する領域の

関わり方の具体化が望まれる。 

・評価委員会で紹介された研究成果以外に実施されているの領域における経常研究の実施状況、その成果

から橋渡し研究への移行する状況が把握できない。 

・地域との連携活動に関する活動の成果がどのように展開されたか、成果が地域創生にどのように寄与し

たかを示すとよい。 

・センターの年度計画に基づいて、各研究員までの計画が作られることになっているが、トップダウンと

ボトムアップのバランス、領域の目標と個人の目標のバランスをとるように注意してほしい。 

・長期的視点での人材育成として、各種 STEM 教育に取り組まれていると思います。その部分もアピールさ

れるのがよろしいかと思います。 

・橋渡し後期の加速を期待する。 

・第四期の新組織体制の評価、止めていくべき仕事の評価などを開始するタイミングが遅れ気味ではない

か？ 
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２．「橋渡し」のための研究開発 

（１）「橋渡し」につながる基礎研究（目的基礎研究） 

 

【第４期全体（見込を含む）に対して：見込評価】 

（評価できる点） 

・社会ニーズをとらえ、当該分野における国際的競争力のある計量標準とそれに付随する計測技術、研究

成果を発信している。特に今期は次世代の計量標準に寄与する量子分野の研究が大きく展開され、その

成果の世界的優位性が認められ今後の多方面へ大きな寄与が期待できる。 

・量子化による高分解能、高精度化により、世界最高水準の分析技術に発展したことは基礎研究の成果と

して評価できる。 

・量子単一ユニット標準の新たな開拓が期待できる。 

・微小電流計測制御技術により nA まで計測可能(世界最高) 

・先端材料評価のためのレーザー分光法では、広い範囲での計測が可能、発光効率を高める分子構造特性

解析により省エネルギー社会への貢献が期待できる 

・報告されたものは、いずれも非常に重要になると思われる技術に対するものであり、今後の実用化が期

待される。単電子や単一光子計測など、量子化された究極的な計測法に取り組み、大きな成果が出てい

る。高度な研究機関としての役割を果たしている。 

・次世代の計量標準に必要な計測技術と社会的ニーズを照らし合わせ、量子化による高分解能化・高精度

化、分析技術の開発・効率化、新たな現象を評価する技術の開発を主眼として取り組み、世界トップレ

ベルの研究成果を得た。 

・論文の被引用件数が伸びていることから、有効・有用な成果が論文として発表されている。 

・研究のキーワードを量子化とし、その中でも単一電子、単一光子、単一原子といった超高感度、高分解

能計測技術開発が順調に進んでおり、将来の計測標準に発展する可能性が高い。 

・高い成果をコンスタントに生み出しており、研究レベルの高さが維持されている。 

 

（改善すべき点及び助言） 

・評価資料において、標準を内包する計量標準への挑戦とは具体的に何を指しているのか、その達成の程

度の評価が出来ない 

・工業製品の国際競争力、優位性を高めるために、当領域の研究分野を基盤とした継続的な標準化戦略が

必要で、その積極的な取り組み期待したい。 

・当研究領域の研究開発の成果が工業製品の国際競争力の向上へ繋がること期待したい。 

・創出した新たな技術を産業へ繋げる橋渡しへの展開、世界トップレベルの成果をさらに多方面分野へ展

開するためには、さらなる工夫、努力が必要と思われる。 

・第4期の基礎研究の成果が橋渡しに繋がっている例について具体的に示して頂くことで評価につながる。 

・単独でのパフォーマンスだけでなく、従来型の他手法との比較をして優位性を明らかにした方がよい。 

・4 期の目標に対して進捗を示していただくことが評価のためには必要と考えます。また、次のステージ

が橋渡しのテーマ、標準化につなげるものなどいくつかの選択肢があると思います。 

・達成した超高感度、高分解能計測技術が広く普及するように、橋渡しにつながるためにも、ユーザーへ

の提案を通じて応用研究を推進していただきたい。 

・量子化志向でインクリメンタルイノベーションばかりで、ラディカルな発想をもつ研究が少ないのでは

ないか。研究テーマを生み出す仕組みの再構築が必要ではないか。 

・論文引用を指標にする場合、引用先の分析はぜひすべき。 

 

【とくに平成３０年度に対して：平成３０年度評価】 

（評価できる点） 

・研究成果のアウトプットの評価の指標として、目標値に対して確実な成果の見える化ができている。 

・研究開発の成果が計量分野に留まらず工業製品の国際競争力の向上へ繋がること期待したい。 

・単一光子分光イメージングが可能な光子顕微鏡、単一電子制御技術を応用した微細なメカニカル振動子

による核磁気共鳴制御、有機質量分析の高感度・高精度化により、リン酸化ペプチドの配列解析が可能

となるなどこれまでの研究成果の新しい計測技術への展開が期待できる。 

・単一電子制御技術の目途が立ったのは高い成果と考えられる。 

・世界初の成果（振動子と核スピンの相互作用の検証など）が得られている。 

・単一光子イメージング技術はリアルタイムのバイオフォトニクス計測に有用であり、細胞や細胞内分子
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の動態解明に貢献すると思われる。 

・着実に研究が進められている。 

 

（改善すべき点及び助言） 

・30 年度の成果を踏まえた 31 年度の取り組みが示されているが、単年度でその成果が達成できるかどう

か評価する上で、その成果の実現性の見込みを示すとよい。例えば、精度評価や分解能の達成など。 

・開発した研究成果がどのフェーズにあるのか、そしてそれを製品化など社会実装するためには、何が必

要であるかについても、今後は明確にしていく必要がある。 

・当年度に目的基礎から橋渡しへ進んだものについての例が示されるとよかった。 

・達成した超高感度、高分解能計測技術が広く普及するように、研究手段として内外での発表・普及に力

を入れていただきたい。学問上の重要な課題の解明手段としての成果を発表していただきたい。 

・単年度で評価することが難しい研究テーマが多いので、単年度評価をどのような視点で行うかを整理す

ることが必要。 

 

（２）「橋渡し」研究前期における研究開発 

 

【第４期全体（見込を含む）に対して：見込評価】 

（評価できる点） 

・当領域としての研究の橋渡し前期の考え方を明確にし、研究テーマの重点化を図っている。 

・研究成果の指標として、年度毎に特許実施契約数の目標を設定し、各年度において確実に成果を上げて

いる。 

・社会インフラへの寄与を意識した研究目標を設定している。 

・水素流量計測技術など、国家戦略や法令規制への対応につながる技術開発については評価できる。 

・有機標準物質の一対多型校正技術、定量 NMR とクロマトグラフィーとの組み合わせ（qNMR/LC, qNMR/GC）

などにより水道法などの測定に利用、日本の技術として国際的に提案している。 

・JAXA と共同で月面探査に持っていけるような水分計を開発。 

・粒子計測技術の開発により気中のナノパーティクル、液中粒子について流れ場粒子軌跡解析により 10nm

レベルの高精度ナノ粒子計測を実現など新しい計測技術開発に成功している。 

・重要な評価計測技術の実用化に取り組めている。実用化できたものや、企業との共同研究につながって

いるものもあり、十分な成果が出ていると考えられる。 

・全体としては、計量の技術を転用し、政策/社会ニーズに応える取り組みをしており、知財を目標以上に

生み出している。 

・個別の取り組みとしては、社会的要請が高いものの充足率が十分ではなく、拡充に時間を要する有機標

準物質の国家標準物質の整備の目的で一対多型校正技術を新たに開発し、従来比 10 倍以上のスピード

で標準整備を実現する見通しを得たことを評価。 

・計測分野にて要望されている技術開発を進めている。将来の水素社会に向けての水素流量計、一対多型

校正技術、水分計、粒子計測などは将来の需要に的確に対応している。 

・計量技術の計量以外の分野への展開を図るというマインドチェンジは高く評価できる。 

 

（改善すべき点及び助言） 

・目的基礎研究や知的基盤における研究成果と同様に、研究前期の研究成果の優位性を示すために、海外

比較とその評価があるとよい。 

・当領域の技術ポテンシャルを効果的に活用して社会的ニーズに応えられる計測技術の高度化や昨今のキ

ーワードである社会の安心・安全に寄与できる計測技術・装置・試験機開発の研究へ展開を期待したい。 

・順調に研究成果をあげているが、橋渡し前期としての位置づけを明確にして、IC や PO を十分活用し、

次のステップへの移行がさらにスムーズになるような仕組みの見直しも必要である。 

・社会ニーズ、企業ニーズにもとづいてテーマを決めて実施することも重要であるが、シーズ・オリエン

テッドなテーマ設定も重要であると考える。 

・研究開発戦略について、ドキュメントに表現していただきたいと思います。全体方針があり、それが個

別の研究テーマに落とされ、成果が出ているという流れが説明上欲しいです。 

・現在実施中の研究が橋渡し後期に移行できるよう、ユーザーとの共同研究の推進に努めていただきたい。 

・橋渡し市場を海外に広げる視点が重要ではないか。国内問題の解決だけが橋渡しではないはず。 
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【とくに平成３０年度に対して：平成３０年度評価】 

（評価できる点） 

・例えば、有機標準物質の一対多型校正技術を開発し、標準整備の効率化へ寄与するなど、領域の所有技

術や研究成果を実用計測技術に展開している。 

・特許実施契約数の設定目標に対して確実に成果を上げている。公的外部資金についても、初年度より順

調に獲得額が増えている。 

・[社会ニーズに応えるために]水素流量計測技術については世界をリードし、国際勧告 OIML 改定に貢献

している。 

・[社会ニーズに応えるために]有機標準物質校正技術の応用としてドーピング禁止物質の値付けに展開す

る等、新たな展開がうまれている。  

・[社会ニーズに応えるために]水分計測の信頼性向上により世界に先駆けて低濃度水分分析用標準物質開

発に繋がっている。 

・水分計について、小型化を実現し、実用につなげた。 

・ドーピング検査への貢献は期待できる。 

・知的財産の実施契約等件数が昨年度と比較して増加し、目標を大きく上回っていることから、アウトプ

ットが質・量ともに高い水準であると考える。 

・知財が目標以上に創出されている。 

・近い将来の具体的な社会ニーズに対応した技術開発を計画的に進めている。特に、水素流量計測技術、

粒子計測技術や一対多型校正技術は世界トップレベルで評価できる。 

・研究が着実に進められている。 

 

（改善すべき点及び助言） 

・校正事業者を対象としていた計測技術を最終ユーザまで広げる必要性とその方法の具体的言及があると

よい。 

・報告にはなかったが、途中で打ち切る場合の規準について明確にすることが望まれる。 

・現在実施中の研究が橋渡し後期に移行できるよう、ユーザーとの共同研究の推進に努めていただきたい。 

・報告されたテーマはいずれも終盤にあるテーマで、30 年度単体で評価すると評価が低くなる。30 年度に

新たに始めたテーマなどがあるとよかった。 

 

（３）「橋渡し」研究後期における研究開発 

 

【第４期全体（見込を含む）に対して：見込評価】 

（評価できる点） 

・民間獲得金額の目標に対して通期で目標達成しており、計測技術の民間への技術移転や製品化に重点を

おいた橋渡し後期としての目標設定が適切であったことがうかがわれる。 

・モニタリング指標としての中堅・中小企業比率は、産総研内の基準値に対して初年度から達成しており、

今期における領域としての中堅・中小企業支援の成果が認められる。 

・技術コンサルによるニーズ発掘から電磁波を利用したセンシング技術の開発（米中の水分計測）により

非破壊に異物検出が可能 

・ナノ材料メーカが参加したコンソーシアムによりナノ粒子複合計測システムの製品化に成功している。 

・Ｘ線インフラ診断、モアレ縞を利用したひずみ分布計測など産業界のインフラ診断への貢献が顕著であ

った。 

・地域連携を進めていることは評価できる。コンソーシアムでの成功例も良い。中小企業支援という大き

な役割も果たしている。 

・技術コンサルティング、テクノブリッジで民間などでの取り組みや対話の中から研究テーマを創出され

ている。結果として、技術コンサルティング獲得額含む民間資金獲得額も順調に伸び、事業化にも寄与

している。 

・産総研がハブとなり特徴ある強みを有する複数の企業が結集し、世界初の技術の開発を目的とするコン

ソーシアムの試みなど、日本の産業競争力の強化に有効であると思われる。今後もこのような取り組み

を期待する。 

・多くの成果が社会還元されており、研究センターの価値を出している。 
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（改善すべき点及び助言） 

・橋渡し後期の成果としては、注目すべき計測技術の開発が行われている。これらの今後の展開を考える

上で、計測技術のさらなる高度化へ展開するのか標準化を目指すかなど成果の仕分けが必要になると思

われる。 

・当期における成果の一つは技術コンサルティングの実施と資金獲得、さらにその効果的な利用であるが、

今後の定常的な研究・業務量を考えたとき、適切なエフォートとその評価法の確立が望まれる。 

・企業との契約件数については明記されていないので全体像がわかりにくく判断が難しい。 

・製品化につながったのは、どれくらいの件数なのか資料があるとわかりやすい。 

・複数（異業種）の企業の持っている技術を当センターの技術と合わせて、コーディネートするようなこ

とも考えては良いのはないか？ 

・橋渡し後期研究の成果が早期に社会実装されるように、その研究成果を政府、民間にアピールしていた

だきたい。 

・全てのテーマが「橋渡し後期」として始まるのに違和感がある。目的基礎研究、橋渡し前期との関係を

整理して「橋渡し後期段階として評価すべきもの」の全体像が見えにくい。 

 

【とくに平成３０年度に対して：平成３０年度評価】 

（評価できる点） 

・今年度紹介された研究成果は、校正・計測技術による製品価値・企業価値の向上につながる成果である

と認められる。そのなかで、「ナノ・ピコメートル精度評価技術の産業応用」の研究は、目的基礎の成

果が橋渡し後期の研究に展開され、さらに産業応用に展開し、また知的基盤につながる研究であり、そ

の取り組みとマネジメントは高く評価できる。 

・地域連携プロジェクト（３Ｄプリンターと３Ｄスキャナ）で 45 機関が参加する等成果をあげている。 

・今後多くの分野で必要とされる世界最高水準の３Ｄ形状計測，ナノ・ピコレベル超高精度評価・計測、

流れ場（FFF）世界最高分解能など世界レベルの成果があった。 

・技術コンサルティングからテーマを作った例は評価できる。 

・ナノ・ピコメートル精度計測はそれを組み込んだ装置開発が待たれる。 

・他との共同による成果構築を評価。45 機関による共同実験、全国都府県、公設研とのネットワークと相

互協力体制を築いた。 

・技術コンサルティングはこれまでで最大の獲得額を得たことからもこれまでの活動を通して得た信頼が

成果に結びついているものと理解。 

・社会インフラの老朽化検査のための「モアレを用いた変位・ひずみ分布計測」は社会ニーズに的確に対

応した研究であり実用化が期待できる。 

・十分な成果が出ている 

 

（改善すべき点及び助言） 

・成果の表現として、計量、計測の新技術の開発や高度化が寄与する産業規模を数値表現すると成果が強

調できる。 

・技術コンサルタントの成果として、件数、金額だけでなく、受託、共同研究に移行した件数、リピート

の件数などの定量的な評価をするとよい。 

・大学・公的機関との共同研究・受託研究件数の実績は高く評価できるが、アウトプットとしてそれらの

研究成果がどのように活用されたか、自己評価があるとよい。 

・企業連携や国際競争力強化の取り組みとして今年度の新規な計画があるかなどの情報が少ないように感

じた。 

・開発の最終段階に来ているものもあり、今後どのように進めるかの検討が必要である。 

・橋渡し後期研究の成果が早期に社会実装されるように、その研究成果を政府、民間にアピールしていた

だきたい。 

・単年度で評価するのは難しいテーマが多い。評価の仕方を工夫すべき。 

 

３．知的基盤の整備 

 

【第４期全体（見込を含む）に対して：見込評価】 

（評価できる点） 

・産総研の組織の一つの重要な役割を担い、知的基盤計画に基づくミッションが明確に設定されており、
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それぞれの目標に対応した取り組みが具体的に実施されている。 

・分野として成果の目標設定の難しいところで、標準供給や依頼試験など具体的な数値目標を設定して、

それを年度毎にほぼ達成している。 

・化学材料データベースのアクセス数が多く、産学における必要性が認められる。 

・民間試験所の活用など、計量制度見直しに関連する業務に積極的に取り組んでいる。 

・キログラム定義改定への貢献、29 年度の温度の SI 単位貢献、水道法規制に対応した標準物質の開発（厚

生労働省との共同）、放射線利用の安心・安全のための計量標準整備、有機化合物スペクトルデータベ

ース 3000 万アクセス、熱物性、固体 NMR の標準物質開発への応用、知的基盤の整備については順調に

進行し、今期は大きな成果があった。 

・計量計測分野の自動はかり型式承認なども評価できる。 

・計量法に関わる業務、新標準への貢献のいずれも高い成果があげられている。 

・計量制度を見直すなど新たなしくみを導入し、計量対象を選択するとともに NMIJ で取り組むべき分野

に集中することで、必要な標準の整備を実行している。依頼試験から技術コンサルティングに順調に移

行していることから、その効果がうかがえる。 

・キログラムの定義改定への貢献、時間、温度、電気、放射線など重要な国際標準のへの貢献は大きい。 

・誰かがしなければならないことをきちんとする。そこで手を抜かない体制がしっかりと出来ている。 

 

（改善すべき点及び助言） 

・法定計量技術者の人材育成とレベルの向上への貢献に対しては、どの程度の人数とレベルが必要なのか、

産業規模や今後期待される産業の高度化に応じた必要な資質を見込、それに応じた教育プログラムの開

発が必要と思われる。 

・継続的に計量標準の開発、精度向上に取り組む上で、適用範囲の拡大や新規標準の必要性の適切な評価

と判断が必要と思われる。 

・第 4 期の重点的に推進する研究開発として計量標準の整備と利活用促進をあげている。その中で研究開

発の見込みとして、グリーン･ライフ・震災対応などの優先分野を勘案した計量標準の高度化・整備を

計画しているが、その達成の程度が不明である。 

・新しい課題に向けて社会ニーズを探る方策をさらに練って頂きたい。 

・計量計測技術の開発について新たな分野に展開する可能性をさらに探索すべきと思います。 

・今後のことを考えて先取りした技術開発を今後も進めてほしい。 

・計量制度見直しに関する取り組み（仕組みを変える）に関して、NMIJ が主体的に活動されたのか、外圧

によってなされたのかがよく理解できませんでした。主体的に活動されたのであれば、それがわかる記

述にした方が良いと思います。 

・また、ストロンチウム光格子時計の研究開発は日本国内でも複数の研究機関でなされていると理解して

います。他との相互作用や複数の期間で研究開発をする意義などを説明いただくと良いと思います。 

・基盤技術においても民間で活用できる技術は民間への移行を進める必要がある。 

・計量法をよくするための研究（JCSS の基準をもっと緩くするなど）を行うべきではないか 

 

【とくに平成３０年度に対して：平成３０年度評価】 

（評価できる点） 

・昨年の評価と同様、SI単位の定義改定に大きく貢献したことは特筆すべき成果である。これは高度な先

導研究の長年にわたる基礎的で持続的な研究成果の蓄積であり、その取り組みは高く評価できる。この

ような一連の標準実現への研究の実績は、他の標準供給の取り組みにも大きく貢献しているものと思わ

れる。 

・依頼試験件数は減少しているが、計量法に基づく特定二次標準器の校正・依頼試験を確実に実施し、ト

レーサビリティの普及に努めている。 

・産総研のオリジナルの研究成果として、光を用いた周波数標準の国際原子時への貢献が期待できる。 

・放射線利用の安心・安全のための計量標準整備、自動はかり評価技術の構築に関しては、31 年度の成果

が期待できる。 

・30 年度は、特に、キログラム定義改定への貢献、光格子時計、自動はかりの JIS 規定作成、国際規格 OIML

と整合など、NMIJ の広報活動を進めている点が評価できる。  

・データベースの整備を続けており、利用価値の高いものになっている。 

・キログラムの定義改定への貢献はすばらしい。複数の技術を NMIJ の複数のコア技術を集結させて実現

したことは特に評価できる。成果を一般にも広くアピールしており、技術科学教育の意味でも非常に意
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味があることと考える。 

・世界に先駆けて長時間安定性を有する光格子時計を開発した。国際原子時計の高精度化に大いに貢献す

ることができる。 

・必要な作業が遅れなく実施されている。自動はかり対応の仕事がきちんと行われた。 

 

（改善すべき点及び助言） 

・化学材料データベースの構築や運用業務は民間による運用の難しさがあるので、領域による継続整備が

望まれるが、データベースの整備と運用にかかるコストを踏まえ、ニーズに応じた内容の精査が必要と

思われる。 

・今後の構築すべき標準物質の種類と供給量についての見積りと実施の必要性の判断が必要になると思わ

れる。 

・新しい課題に向けて社会ニーズを探る方策をさらに練って頂きたい。 

・計量計測技術の開発について新たな分野に展開する可能性をさらに探索すべきと思います。 

・光格子時計について、世界最先端を継続してほしい。 

・基盤技術においても民間で活用できる技術は民間への移行を進める必要がある。 

・30 年度には特筆すべき成果は光格子時計だけに見える。（自動はかりは計量法対応、DB は毎年同様の成

果が出ているはず） 

・自動はかりの国際的定義のハーモナイゼーションをすべきではないか。 

 

４．領域全体の総合評価 

 

【第４期全体（見込を含む）に対して：見込評価】 

（評価できる点） 

・当領域の知的基盤の整備、構築に関する取り組みは国内の産業基盤を支えるものであり、その役割を持

つ研究機関として高度な研究及び業務を確実に取り組み、その成果を蓄積し、産業界に貢献している。 

・今期の研究の中には世界のトップにある成果もあり、引き続き国内の産業基盤を支える計量標準による

知的基盤整備に努めるとともに、国際的に研究の優位性が確保できるよう、計量標準に関する研究・標

準供給機関として高い研究レベルを維持し、さららなる向上を期待したい。 

・評価資料、数値実績より、当期の目標値を超えた実績が確認でき、当初目標値の設定が妥当性であり、

目標値に対する個々の意識の高さが窺われる。 

・人材育成については、インターンシップを実施し、リクルーティングに努め、萌芽研究を通じて若手研

究者への研究費を競争的資金として配分するなど若手研究者育成に力を入れていることは評価できる。 

・コンサルティングによる民間との協業・支援など、成果が高い。 

・計画達成のための活動が適切にされている。 

・目的基礎として進められた研究開発が橋渡し前期、知的基盤の整備に生かされていることが素晴らしい。 

・世界トップレベルの基礎研究を着実に実行しつつ、これらの成果の実用化を図るため、橋渡し研究を積

極的に進めている。特に、知的基盤研究と橋渡し研究の 2本柱を設定し、着実に実行している。各種数

値目標も達成可能なレベルにある。 

・中期目標に従い着実に仕事が進められている。いくつか画期的な成果も見られており、研究所外への橋

渡しも様々なチャネルを通じて実施されており、十分な活動内容と言える。 

 

（改善すべき点及び助言） 

・研究マネジメントにおいて、研究成果の他分野への展開や成果の活用機会の創生につながるよう、今ま

で以上に産業界、社会に対する研究成果の発信に務めてほしい。 

・各種数値目標は最終的な評価指標の一つではあるが、その数値を支える、また数値に表れない平素の研

究・業務に対する評価のあり方を検討してほしい。当領域が持続的に業績を上げるために必要なマネジ

メントの一つとなると思われる。 

・マネジメントの PDCA がどのように行われているのか良くわかりにくい。 

・今期の目標設定がどのようであるか具体的にわかりにくいため、達成度の判断ができない。それぞれの

項目について自己評価して頂きたい。橋渡しのどのフェーズにあるか、項目によって判断が難しいと思

うが、資料上はわかりにくい。 

・コンソーシアムは、良い企画があれば、企業にとっても非常に役に立つと思われる。異なる業種の企業

が参加できるようなコンソーシアム（共同研究）が立ち上がると良い。 
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・広報宣伝は、どこに向けて行うのかを明確にして手段を選ぶ必要がある。公的機関としての一般向けの

活動と、共同研究・技術コンサルティングを拡大するための活動は大きく異なり、また、企業も当セン

ターを知っているところとそうでないところでは広報宣伝の仕方は異なる。 

・橋渡し基礎、前期、後期の区別がやはりわかりにくいです。区別は難しいというのは理解していますが、

やはり実用化に向かっている案件は基礎ではなく橋渡し前期もしくは後期に分類されるのが受け取る

側としてすっきりすると思います。順を追って進んでいる研究テーマも存在すると思いますので、取り

上げられている研究テーマにそのような例が含まれるとわかりやすいと思います。 

・また、取り組まれている研究開発はいずれも時間を要するものだと理解できます。その意味で、萌芽的

研究が次世代の研究開発につながるものとしてその重要性と進捗をアピールされることが必要と考え

ます。 

・先進国にある同等の研究機関と対比して自己評価を行うことも必要ではないか。 

・多くの活動が問題解決型、若しくはシーズプッシュ型で、バックキャスティング思考のテーマ設定が見

えにくい。計量分野では難しいのかもしれないが、若手の基礎研究（萌芽研究）テーマ提案の内容など

も積極的にアピールすべきではないか。 

 

【とくに平成３０年度に対して：平成３０年度評価】 

（評価できる点） 

・単一電子制御技術の開発成果は次世代電流標準構築だけでなく量子情報への寄与も期待できる成果であ

る。また、３D形状計測の研究成果は、ものづくりに強く関わる工業標準への寄与が期待される。今年

度は、計量標準に関わる物理科学的な研究成果と工学的な計測技術の研究開発の成果が認められる。 

・民間資金獲得額、論文被引用数、知的財産の実施契約件数などの重要項目は例年通り順調に推移してい

る。 

・リサーチアシスタントやイノベーションスクールの採用数は 19 名と目標数 10 名を大きく上回った。 

・キログラム標準改定について、うまく広報できており、世間一般の標準に対する認識が高まった。 

・キログラム定義に関し、長年かけて培った複数のコア技術を融合させたうえで成果を出されたこと、そ

の成果を広く一般にアピールされたことは評価できる。 

・特に、知的基盤研究では、キログラムの定義改定への貢献が大きく、世界に向けて我が国の技術力をア

ピールできている。 

・着実に実施されている。 

 

（改善すべき点及び助言） 

・当該領域の役割として社会への貢献があるのでニーズによる研究の必要性は高まるが、シーズとのバラ

ンスを踏まえながら研究技術のポテンシャル向上に努めて欲しい。 

・委員会説明時よりも、民間からの資金獲得額、技術コンサルティング件数、技術研修生数等が大幅に増

加しており、驚きました。橋渡し後期でも大学や公的機関との共同研究が増加し、知的基盤整備でも標

準物質頒布件数も大幅に更新しているなど、領域の目標値を上回る成果を複数あげたことは大変評価で

きることと思います 

・次期計画に向けて、今期のフォローと課題を明確にして進めてほしい。 

・先進国にある同等の研究機関と対比して自己評価を行うことも必要ではないか。 

・第五期に向けた第四期の評価活動への取り組みが不十分ではないか。 

 

 

５．評点一覧 

 

【第４期全体（見込を含む）に対して：見込評価】
評価委員（P, Q, R, S, T, U）による評価

評価項目 P Q R S T U

領域の概要と研究開発マネジメント S/A S/A S/A S/A S/A A

「橋渡し」のための研究開発

　「橋渡し」につながる基礎研究 (目的基礎研究) S/A S S/A A/B S A
　「橋渡し」研究前期における研究開発 A S/A A A A A
　「橋渡し」研究後期における研究開発 A S/A A S/A A S

知的基盤の整備 S S S/A A S/A A

領域全体の総合評価 S/A S/A S/A A S/A A
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【とくに平成３０年度に対して：平成３０年度評価】
評価委員（P, Q, R, S, T, U）による評価

評価項目 P Q R S T U

領域の概要と研究開発マネジメント S/A S/A S/A S S/A A

「橋渡し」のための研究開発

「橋渡し」につながる基礎研究 (目的基礎研究) A S/A A A S A
　「橋渡し」研究前期における研究開発 A S/A A  A A B

「橋渡し」研究後期における研究開発 S/A S/A A A A A

知的基盤の整備 S/A S/A S/A S S B

領域全体の総合評価 S/A S S/A S S/A A
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平成３０年度 研究評価委員会（計量標準総合センター） 評価報告書 
令和元年６月１４日 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 評価部 

〒305-856１ 茨城県つくば市東１－１－１中央第１ 

        つくば中央１－２棟 

        電話 ０２９－８６２—６０９６ 

        http://unit.aist.go.jp/eval/ci/ 

本誌掲載記事の無断転載を禁じます。 

 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

AIST16-X00007-4 


	01_表紙_計量
	02_目次_計量
	03_議事次第_計量標準
	04_委員名簿_計量標準
	05_評価資料（委員会開催時）_計量
	06_説明資料（委員会開催時）_計量
	07_評価資料_年度末確定値_計量
	08_委員コメント&評点（確定版）_計量
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ



